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Abstract: Community service such as welfare, education and local revitalization need co-creative communication for their 
innovation process. The aim of this research is to develop a methodology for such co-creative innovation. In this process, 
implicit communication field (“Ba”) plays an essential role. By using a hypothesis that the implicit field is related to social 
embodied interaction network, we propose a spiral process of innovation between explicit and implicit functions.  

 

１．背景 

サービスには，提供者（プロバイダ）と利用者（ユ

ーザ）の間で価値を交換することができる機能的側面

と，交換できない「場」としての側面がある（Fig.1）．

前者の交換できる価値は自他分離的に定義することが

可能であり，従来よりサービス科学（工学）の研究対

象とされてきた．たとえば対価を支払って作業を代行

してもらうようなサービスである．しかし後者の交換

できない価値は未だ積極的には取りあげられていない．

たとえば，安心感，信頼感，一体感，さらに最近注目

されている居場所感など，心的かつ関係的領域を含む

サービス群が対応する．これが「場」という在り方に

深く関わっているのである．そして共創の二重性モデ

ルに従えば，機能的側面と「場」的な側面の相補性が

サービスの共創的イノベーションを実現する上で重要

な役割を果たす． 

２．取り上げる問題 

「場」的な側面が重要となるサービスの一例として，

介護サービスが存在するが、現状ではプロバイダとユ

ーザの間での交換可能な価値に特化し、サービスが過

剰に効率化されてしまうという問題が発生している．

その結果として，プロバイダ側のサービス機能の肥大

化（過介護）と，ユーザ側の機能の喪失（残存機能の

退化）が急速に進んでいる．さらに、それに起因して

プロバイダの疲弊化とユーザの受動化が生じ，双方の

主体性が失われ持続的サービス提供が困難になってい

る（Fig.2）．類似した問題群は介護に限らず，幼児教育

や地域活性化など地域コミュニティを支援するサービ

ス（コミュニティ型サービス）の領域で広く観察され

ているように思われる． 

３．場づくりに向けて 

そこで本研究では，「場」が重要な役割を担うコミュ

ニティ支援サービス（介護・教育・まちづくり等）を

モデル系として，「場」の不在が原因となって発生する

現実のサービス上の問題を取り上げる．そして，われ

われが提案してきた「共創の二重性モデル」に基づく

場づくり支援によって共創的イノベーションを実現し，

その問題を解決するための方法論を提案する（Fig.3）．  

具体的には，４つの段階からなるスパイラルな創出

サイクルを採用する。第１段階が「場」の顕在化（場

の計測）であり，第２段階がそれに基づくサービス設

計，第３段階が「場」への再潜在化（場の表現）とな

り，さらに第４段階で「場」の共生成へといたる．そ

して，再び，最初の第１段階につながるのである． 

特に，第１段階と第３段階が，サービスの機能的側

面と「場」的な側面をつなぐインタフェースになるが，

ここではわれわれの先行研究に基づき，身体のインタ

ーパーソナルな近接性や同調性が「場」の生成と対応

するという仮説を採用する．そして、センサネットワ

ークを用いて計測される集団における身体活動の相関

分析および，質問紙法を用いて計測される心的状態と

の相関分析に基づいて構成される「場」の評価手法を

含む点に方法論上の大きい新規性がある． 

本発表では、このような共創的イノベーションの場

づくりに向けた取組みの現状を報告する予定である。 
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Fig.1 サービスにおける価値の二重性 

Fig.2 交換可能な価値に限定した場合の問題 

Fig.3 共創的サービスイノベーションの場づくりに向けて 
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